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データサイエンス分野で社会と教育に貢献する。
　昨今、データサイエンス分野は学生たちの進路として大きな人気
がある。一種のトレンドであり、ブームと言えるかもしれない。そ
んな分野で活躍し続けているのが、経営システム工学科の永田靖教
授だ。
　

産学連携の品質管理の研究会で活躍

　永田教授の研究分野は、統計的決定理論、多変量解析法、実験計
画法、多重比較法、サンプルサイズの設計、工程能力指数、品質工
学など多岐にわたる。これらの研究分野に着手したのは、まだデー
タサイエンスという言葉が広く知られる前だった。
「����年に大学院に入ってからずっと統計学の基礎的な考え方、方
法論、数学的な性質について研究してきました。その後、理論の応
用先として考えたのは、当時注目が集まっていた品質管理でした」
　品質管理と聞くとトヨタ自動車の「カイゼン」を思い浮かべる人
も多いだろう。製造業の現場では、世界の共通語にもなったこの言
葉は、トヨタのDNAとも言われる。永田教授はトヨタと十年間に
わたり、品質管理の研究会を開催し、成果を上げてきた。
「トヨタの品質管理への姿勢は、豊田佐吉氏、豊田喜一郎氏といっ
た創業者から脈々と受け継がれてきたものです。あのリーマンショ
ックのときにも、トヨタの品質管理活動や品質管理教育への取り組

みは変わりませんでした。歴代の経営者の中でも、先日ご逝去され
た豊田章一郎氏が品質管理活動をトヨタで発展させたことは強調し
ておきたいですね。豊田章一郎氏はデミング賞本賞※を受賞されて
いますが、一般の方々には、豊田章一郎氏がトヨタの品質管理に深
く関わってこられた事実についてはあまり知られていないのではな
いでしょうか」
　品質管理は����年代にブームになったが、それはバブルの崩壊
とそこから始まる不況とで下火になった。
「ブームというのは、いずれ終わるものです。逆にブームがあった
ことによって、今日、品質管理を古いものだと考えてしまう風潮す
らあります。品質管理というのは、本来、地道に当たり前に行って
いくものですから、過度な注目を集めたのはよくなかったのかもし
れません」
　永田教授は、現在、日本品質管理学会の会長を務めている。
「品質管理活動が『品質を良くして顧客満足を高める』という当り
前の企業活動として見直され、品質立国日本の再現を願っていま
す」

※デミング賞本賞　品質管理を日本に紹介したエドワーズ・デミング博士に因んで
その名の付けられた賞で、品質管理に貢献した個人に贈られる。����年度に永田教
授も受賞。

���������
創 造 人  42 ��������������



データサイエンス分野で社会と教育に貢献する。
　昨今、データサイエンス分野は学生たちの進路として大きな人気
がある。一種のトレンドであり、ブームと言えるかもしれない。そ
んな分野で活躍し続けているのが、経営システム工学科の永田靖教
授だ。
　

産学連携の品質管理の研究会で活躍

　永田教授の研究分野は、統計的決定理論、多変量解析法、実験計
画法、多重比較法、サンプルサイズの設計、工程能力指数、品質工
学など多岐にわたる。これらの研究分野に着手したのは、まだデー
タサイエンスという言葉が広く知られる前だった。
「����年に大学院に入ってからずっと統計学の基礎的な考え方、方
法論、数学的な性質について研究してきました。その後、理論の応
用先として考えたのは、当時注目が集まっていた品質管理でした」
　品質管理と聞くとトヨタ自動車の「カイゼン」を思い浮かべる人
も多いだろう。製造業の現場では、世界の共通語にもなったこの言
葉は、トヨタのDNAとも言われる。永田教授はトヨタと十年間に
わたり、品質管理の研究会を開催し、成果を上げてきた。
「トヨタの品質管理への姿勢は、豊田佐吉氏、豊田喜一郎氏といっ
た創業者から脈々と受け継がれてきたものです。あのリーマンショ
ックのときにも、トヨタの品質管理活動や品質管理教育への取り組

みは変わりませんでした。歴代の経営者の中でも、先日ご逝去され
た豊田章一郎氏が品質管理活動をトヨタで発展させたことは強調し
ておきたいですね。豊田章一郎氏はデミング賞本賞※を受賞されて
いますが、一般の方々には、豊田章一郎氏がトヨタの品質管理に深
く関わってこられた事実についてはあまり知られていないのではな
いでしょうか」
　品質管理は����年代にブームになったが、それはバブルの崩壊
とそこから始まる不況とで下火になった。
「ブームというのは、いずれ終わるものです。逆にブームがあった
ことによって、今日、品質管理を古いものだと考えてしまう風潮す
らあります。品質管理というのは、本来、地道に当たり前に行って
いくものですから、過度な注目を集めたのはよくなかったのかもし
れません」
　永田教授は、現在、日本品質管理学会の会長を務めている。
「品質管理活動が『品質を良くして顧客満足を高める』という当り
前の企業活動として見直され、品質立国日本の再現を願っていま
す」

※デミング賞本賞　品質管理を日本に紹介したエドワーズ・デミング博士に因んで
その名の付けられた賞で、品質管理に貢献した個人に贈られる。����年度に永田教
授も受賞。

���������
創 造 人  42 ��������������

統計学の数学的な側面や方法論を追求し、応用していく
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　翻って昨今のデータサイエンス、AIについてはどう考えている
のか。ブームとは言えないだろうか。
「このような状況になるとは、私が統計学を勉強し始めた頃、想像
もしていなかったです。今は、期待半分、不安半分ですね。私とし
ては、ブームに飲み込まれないように注意して、これまでやってき
た活動を着実に続けていくだけです」
　永田教授が「これまでやってきた活動」を噛み砕いて言えば、統
計学の数学的な側面に着目して、定理を証明したり、求められてい
る手法を開発したりして、それを応用していくということ。昨今の
データサイエンスの研究のやり方は、最適性が証明されなくても、

「ベンチマークデータで良好な結果を出せればOKとされることがし
ばしばある」という。問題点も指摘する。
「例えば擬似相関と因果関係を混同しているようなものが見られま
す。違和感がある内容でもデータが導き出したのだからと信じてし
まう傾向があり、注意が必要です」
　データサイエンスでは機械学習がよく用いられるが、機械学習は
多変量解析法の拡張と言っていい。ところが機械学習の方法論はブ
ラックボックスだとしばしば指摘される。しばらく前までは、ブラ
ックボックスであっても予測精度が高ければよいのだと言われてい
た。しかし、最近になって解釈可能性も重要だと言われ始めている。
「基礎から考える力が大切です。これによりデータサイエンスやAI
の得意、不得意を見極められるようになると思います。特に、擬似
相関と因果関係の峻別、データにおいてバイアスが存在する可能性
の認識は重要です。実験が可能な分野では、実験計画法を適用して
要因分析するという姿勢が大切です。昨今のブームのような状況の
中でこそ、古典的な方法も駆使してていねいな分析と考察をするべ
きだと思います」

たくさんの書籍を執筆して社会啓発に貢献する

　永田教授の功績として、まっさきに挙げられるのが、数々の書籍
の執筆だ。����年に発刊された『入門統計解析法』（永田著、日科
技連出版社）を皮切りに、その著作は��冊にのぼる。
「はじめての本を書いたのが��歳のときです。当時は本を書くなん
ていうと年長の先生方からは『若いうちは本なんて書かないで、も
っと研究をしなさい』と言われたものでした。でも、若い感性だか
ら書けるものがあると思って、挑戦してみました。当時は私のよう
な年齢で本を出版する人はあまりいませんでしたが、周囲の方々か
らの後押しもあって、出版社が乗ってくれたのは幸運でした。この
書籍が広く受け入れられたため、その後の著作につながりました」
　例えば、『統計的多重比較法の基礎』（永田・吉田著、サイエン

ティスト社）は、医学や薬学の分野で用いられる多重比較法を解説
したものだ。ある薬の効果が他のものよりあることを「有意差」が
あると表現するが、一度に多くの仮説を検定して判断するときに用
いられるのが多重比較法だ。『統計的多重比較法の基礎』は日本語
で書かれたこの分野の初の専門書で、日本におけるスタンダードと
なっている。
　また、『サンプルサイズの決め方』（永田著、朝倉書店）もさま
ざまな分野で参照されており、書籍名の通り、必要なサンプルサイ
ズを決定するときに必須の考え方が学べる。
　永田教授と言えば品質管理なわけだが、その分野の著作では、『統
計的品質管理』（永田著、朝倉書店）、『工程能力指数』（永田・棟近
著、日本規格協会）や、前述したトヨタとの研究会で結実した『開
発・設計における“Qの確保” 』、『開発・設計に必要な統計的品質管
理』（いずれも日本品質管理学会中部支部産学連携研究会編（代表：
永田靖）、日本規格協会)などがある。
『タグチメソッドの探究』（宮川・永田著、日科技連出版社）も品質
管理の分野の著作で、田口玄一博士が提唱したタグチメソッド（品
質工学）を解説したもの。田口博士は品質工学を独自に創設し、国
内外の多くの製造業を指導して大きな成果を導いたことで知られて
いる。田口博士は、通常の統計学のように「ばらつき」を「偶然誤
差」とした理論立てに反対し、将来生じうる必然的な「誤差因子」
による変動に対処するための方法を開発した。これは、本当の意味
で「ばらつき」を実学に活かした解析方法と高く評価されている。
「タグチメソッドを扱った本はたくさんありますが、数学的に解説
したものはあまりありません。タイトルに探究という言葉を使いま
したが、現在も探究は続いていて、もっと理解を深め、さらなる普
及に努めていきたいですね。この分野では、本書の共著者の宮川雅
巳先生の功績が非常に高いです」



早稲田はいればいるほど、だんだん好きになっていく大学
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　教育活動においても、����年度のティーチングアワード総長賞を
含め、ティーチングアワードを３度受賞するなど、評価を受けてい
る。
「少しでも統計学を好きになってくれて、興味を持ってくれるよう
に『今日の一コマの講義で何か学べたと学生が感じてくれる授業』
を心がけています。授業を聞いて、次のやる気につながるのが大切
です。授業がつまらないから、教員とそりがあわないから統計学を
嫌いになるという状況は絶対に避けたいです。受講生が飽きないよ
うに手を変え品を変え、PDCAを回してカイゼンしています。その
あたりは研究と同じです」
　例えば授業では���名を超える履修者がいるので、学生が集中で
きる教室環境を整える。全席指定にして、どこに誰が座っているか
を分かるようにしておく。学生の出欠や授業態度を随時教員が目視
で確認し、めったにないが爆睡していた学生には、返却レポートに
注意を記載したりする。その結果、出席率は��％以上で、演習中の
相談を除くと私語は全くない。
「授業へ行く前は今でも緊張します。その分、授業が構想通りうま
くいったときはうれしいですね。学生たちがやる気になってくれる
よう、ネタ帳というかメモをとって、次の授業に活かすことはずっ

と続けています」
　永田教授は大阪大学大学院を修了後、教員として熊本大学、岡山
大学を経て早稲田大学にやってきた。さまざまな地域の大学を経た
上で、早稲田を「いればいるほど、だんだん好きになっていく大
学」と表現する。
「これは、ある先生が、教授会で定年退職の挨拶をされたときに言
われていた言葉です。私は当時、早稲田に赴任してまだ日が浅く、
『ほんとかしら？』と思って聞いていました。ちょうどいろいろな
業務が重なりはじめた時期で、忙しくて大変でした。それまでは国
立大学にいて、わりとのんびりやっていたので、『なんてところに
きてしまったんだ』と思いました。私は早稲田出身ではないのです
が、�年がたって『学部卒業生と同じくらいの経験値になったな』、
�年がたって『修士修了生と同じくらいの経験値になったな』と思
う頃には、早慶戦が楽しみになり、駅伝も応援するようになりまし
た。��年目の今では、すっかり早稲田に馴染んでいる自分が不思議
です。それに、なによりも優秀な学生が多く、彼らの成長を間近で
見られるのは教員冥利につきます。早稲田にきて良かったなと心か
ら思っています」


